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Letters to the Editor

かつ て われ われ はDysarthriaを 「構 音障害 」 と呼 んで いた,

とい える新 たな る時代 を迎 えよ う:小 島氏への異論

西尾 正輝

Dysarthriaは か つて は構音器官の レベルで生 じる

不完全 な構音articulationの 障 害 と定義 された.し か

し,そ の後,発 声発語器官全体の(あ るいはいずれか

の)レ ベルで生 じるspeechの 障 害 として拡大 して理

解されるようになり,現 在では広 く共通の理解 に至 っ

ている1～4).す なわち,dysarthriaを 「構音の障害」と

してとらえる解釈 は古典的定義であ り,「speechの 障

害」 として とらえる解釈は今 日の正 しい定義である.

国 内でもdysarthriaは 構 音障害 として呼 ばれて き

たが,か つて筆者 はこうした定義上の歴史的変遷 を踏

まえ,構 音障害 という訳語 をあてることはすで に時代

的 に適切 ではない ことを指摘 した5).ま た,dysarthria

とmotor speech disordersと の問 に訳語上 の混乱が

生 じていることを指摘 した.そ して,motor speech

 disordersを 「運動性発話障害」と呼び,dysarthriaを

英 語のままdysarthriaと す るか,も しくは仮名で 「デ

ィサースリア」 と呼ぶ ように提唱した.

さて,本 学会誌40巻4号 で小島氏6)が提唱する論を

読み,こ れを看過することはこの領域の発展 にかかわ

る問題である と受 けとめ,一 筆 啓上する次第である.

Dysarthriaに 構音障害の術語 をあてたい,と す る小島

氏の見解は国際的潮流に大き く逆行 している.「…言葉

の音環境 をふまえた構音動作の正確さは基本であろう

…」 とい うのは,発 話障害に対 して構音障害 とい う術

語 をあてる論拠 とはな りえていない.Speech physio1-

ogyの 基 本的理論か ら外れている.加 えて,「 便宜」と

いう理 由でdysarthriaに 「運動性」という術語 を使用

したい というの も,学 問的ではない.「 運動性」という

術語 をdysarthriaに あてることは,す でに詳述 した通

り当を欠いてお り5),再 び混乱 を招来す るおそれ をは

らんでいる.峻 拒すべきである.

とまれ,小 島氏の論 において構音articulationと 発

話speechと の 区分 は曖昧である.構 音 は発話の一側

面 として理解すべきであ り,両 者 を明確に区分すべ き

である.構 音 を拡大 して解釈 し発話 との相違を曖昧 に

す るというのは,ひ とり小島氏 のみならず,国 内にお

いて しば しばみられて きた悪 しき傾向であった.原 著

ではspeechと されているものが構音 として訳 出され

た例は枚挙 にい とまがない.こ うした見解が堂々 と提

出されるのは国内ではspeech physiologyと い う領域

が未発展であることをも反映しているのではないだろ

うか.

最 後に,dysarthriaの 分 類システムは今 日国際的に

ある程度の見解の一致がみられている.Darleyら4)の

分類 システムにUUMNを 加 えたシステムが普及 しつ

つある3,7).小島氏 の提唱する分類 はこうした国際的潮

流 とは外れた特異なものである.な ぜ このような特異

な分類 システムを提唱する必要性があるのか,理 解 し

がたい.
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